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O
U
9
巳
巴
寓
○
毎
①
ご
溶
霧
○
陛
お
ヨ
霧
一
三
Φ
ゲ

　
δ
o
窪
Φ
目
。
。
。
鳥
Φ
ご
労
伽
く
。
ぎ
什
ご
＝
跨
讐
お
巴
ω
o
．
勺
簿
鍍
導

　
お
い
ω
・

　
最
近
物
故
せ
る
フ
ラ
ン
ス
の
有
名
な
文
學
史
家
客
Ω
い
琴

ω
o
づ
の
高
弟
で
あ
る
ω
o
吾
。
壼
①
の
d
ρ
巳
ユ
呂
。
旨
山
州
授
は

十
八
世
紀
文
學
史
家
と
し
て
は
現
代
の
辛
煮
で
あ
る
が
、
教
授
が

フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
智
的
根
源
に
冠
す
る
辮
年
間
の
研
究
の
成
果

と
し
て
嚢
表
せ
ら
れ
た
の
が
、
浩
翰
な
る
本
書
で
あ
る
。

　
「
大
革
命
の
諸
根
源
は
一
の
歴
史
で
あ
り
、
大
革
命
の
歴
史
は
別

綱
の
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
信
念
の
も
と
に
、
「
策
命
的
思
想
の
皆
実

で
な
く
し
て
、
大
革
命
の
智
的
根
源
の
歴
史
を
書
か
ん
」
と
し
た

著
者
に
あ
っ
て
は
、
從
っ
て
大
革
命
の
経
濟
的
・
赴
會
的
。
政
治
的

原
義
は
勿
論
、
所
謂
當
時
の
諸
々
の
島
8
δ
旨
Φ
。
・
そ
の
も
の
も
當

面
の
研
究
課
題
で
は
な
く
、
「
大
革
命
の
準
備
に
於
け
る
ぼ
藍
〒

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
三
鵜
卿
　
　
山
ハ
ニ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

σq

Q
8
の
役
割
を
正
確
に
追
究
す
る
こ
と
」
、
云
ひ
換
ふ
れ
ば
、
「
第

一
流
の
0
9
貯
鉱
欝
の
み
な
ら
す
，
二
流
、
三
流
の
，
乃
至
は
、
現

在
第
十
流
位
に
思
は
れ
て
る
る
人
々
の
思
想
，
こ
れ
ら
が
躍
に
智

識
的
魅
會
の
み
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
に
從
事
せ
る
入
々
の
輿

論
に
三
冠
な
る
影
響
を
與
へ
た
か
、
又
こ
の
影
響
は
ど
の
や
う
に

し
て
上
暦
よ
り
下
贋
へ
、
首
都
よ
り
地
方
へ
と
波
及
し
て
行
っ
た

か
」
等
々
を
出
來
る
限
り
正
確
に
測
定
（
讐
Φ
。
。
霞
2
）
せ
ん
と
す
る

の
が
著
者
の
臼
的
で
あ
る
。

　
こ
の
舅
的
の
た
め
に
、
書
物
の
出
版
撒
、
割
書
館
或
は
個
入
の

書
庫
の
目
録
、
乃
至
は
諸
種
の
集
客
（
。
Q
o
濠
憂
）
の
記
録
、
新
聞
、

教
科
書
等
に
至
る
ま
で
の
、
夏
に
巴
里
の
み
な
ら
す
地
方
都
市
に

ま
で
及
ぶ
、
實
に
克
明
な
文
獄
的
資
料
蒐
集
が
試
み
ら
れ
た
。
か

く
て
本
書
の
背
後
に
は
掛
年
に
わ
九
る
藷
大
な
る
Ω
0
2
ヨ
窪
寧

瓢
○
爵
が
あ
り
、
一
五
七
六
に
蓬
す
る
茎
短
。
σ
q
墨
℃
厩
①
ω
は
こ
れ
を

示
す
も
の
に
風
な
ら
ぬ
。

　
純
粋
に
智
的
な
る
根
源
を
研
究
せ
ん
と
す
る
敏
授
は
論
議
よ
り

は
行
爲
が
支
配
的
に
な
る
一
七
八
七
年
以
後
に
は
言
及
せ
す
、
一

七
一
五
年
よ
り
融
七
八
七
年
ま
で
を
一
二
期
に
分
っ
て
取
扱
っ
て
ゐ
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る
。　

一
七
一
五
－
一
七
四
八
　
　
「
最
初
の
雫
闘
」

　
一
七
四
八
一
一
七
七
〇
（
頃
）
「
決
定
的
闘
票
」

　
輔
七
七
〇
…
一
七
八
七
　
　
「
勝
利
の
獲
得
」

　
こ
れ
ら
の
各
時
期
に
於
け
る
教
授
の
窮
鼠
過
程
は
大
鵠
，
先
づ

指
導
一
的
な
る
人
々
、
例
へ
ば
く
。
澤
2
。
岸
P
ジ
画
。
良
Φ
。
Q
ρ
三
Φ
瓠
賎
男
。
鐸
ぴ
、

ω
＄
ジ
U
凱
2
9
等
星
つ
い
て
。
次
に
一
般
の
思
想
界
乃
至
首
位
巴

里
に
於
け
る
箆
伽
2
）
芭
○
。
・
o
嘗
δ
器
の
傳
波
の
嫡
況
、
夏
に
こ
れ

を
地
方
に
つ
い
て
考
察
し
、
新
聞
、
教
育
方
面
に
ま
で
及
び
、
最

後
に
二
，
三
の
實
例
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
論
，
読
を
確
實
に
せ
ん

と
し
て
み
る
。

　
か
く
て
豊
富
な
る
文
献
と
綿
密
な
る
調
査
と
に
よ
っ
て
教
授
。
か

蓬
し
た
結
論
に
こ
そ
、
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
「
確
か

に
王
（
桟
O
一
）
で
あ
る
く
○
貯
曲
門
ρ
師
（
諺
養
お
）
で
あ
る
園
○
器
。
。
o
塁
の

及
ぼ
し
た
所
は
聖
な
る
も
の
が
あ
っ
九
。
…
…
が
し
か
し
，
あ
ら

ゆ
る
大
蒲
な
叉
矯
激
な
主
張
は
二
流
三
流
の
伽
良
雲
霧
に
よ
つ

で
唱
へ
ら
れ
た
。
…
…
も
し
竃
○
艮
鵠
ρ
鼠
O
～
＜
O
H
戴
お
馳
O
置
2
0
¢

男
霧
ω
Φ
毬
等
が
何
も
書
か
な
か
っ
た
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
め
、
叉
大
革

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
師

命
の
將
來
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ら
う
か
と
考
へ
る
こ
と
は
無
直
な

こ
と
で
あ
る
。
輿
論
の
動
き
は
躍
に
そ
の
強
烈
さ
，
熱
狂
ぶ
り
、

叉
そ
の
遽
さ
を
少
し
く
滅
じ
た
で
あ
ら
う
が
、
大
し
江
朝
異
の
あ

り
え
な
い
こ
と
は
確
で
あ
る
。
…
…
」

　
純
糠
に
思
想
輿
的
方
颪
よ
り
し
た
教
授
の
こ
の
結
論
は
、
他
の

祉
會
的
・
経
濟
的
考
察
よ
り
の
見
解
に
煙
る
し
く
近
き
も
の
で
あ

り
、
從
來
甚
大
な
る
影
響
を
意
識
的
・
無
意
識
的
に
與
へ
て
る
た

二
巴
津
的
謬
見
に
一
大
修
正
を
強
制
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
病
は
旋
候
を
明
に
す
る
の
み
で
は
，
そ
の
原
因
は
解
ら
な

い
。
教
授
の
研
究
も
幕
Φ
ひ
め
茎
○
。
・
8
㌶
ρ
9
も
。
の
傳
波
情
況
の
明

示
に
止
ま
っ
て
，
根
源
（
○
罷
σ
っ
一
づ
①
匂
α
）
に
ま
で
達
し
て
は
み
な
い
の

で
は
な
い
だ
ら
う
か
、
と
の
疑
問
は
園
霧
‘
巴
誘
葺
5
器
の
詳
者

累
ρ
騨
σ
・
謝
と
共
に
懐
く
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
本
書
が
十
八
世
紀
思
事
史
の
研
究
上
に

持
つ
重
要
性
を
決
し
て
減
ぜ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
歴
追
せ
ら

れ
た
る
諸
々
の
思
想
が
、
當
時
の
諸
種
の
肚
會
階
級
に
、
如
何
に

浸
潤
し
て
行
つ
九
か
を
知
る
こ
と
は
，
現
在
の
我
々
に
と
っ
て
も

決
し
て
興
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ら
う
。
転
げ
邑
富
》
§
磐
ロ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
L
T
谷
　第
一
鳳
號
　
　
　
轟
ハ
ニ
ー
ご
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○
内
蒙
古
・
長
城
地
帯
　
乙
種
第
｝
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
東
亜
考
古
學
一
目

　
現
時
支
那
本
土
に
於
け
る
考
古
三
三
調
査
の
殆
ど
見
る
旧
き
も

の
」
な
い
の
に
謝
し
て
、
こ
れ
を
喋
る
諸
地
域
に
於
て
は
、
我
國

を
初
め
鰍
米
の
諸
學
者
に
一
っ
て
着
々
弛
る
業
績
が
牧
め
ら
れ
、

こ
れ
に
課
し
て
は
事
新
し
く
述
べ
立
て
る
迄
も
な
い
こ
と
で
あ

る
。
此
塵
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
調
査
報
告
書
の
如
き
は
か
量
る
業

績
の
上
に
、
夏
に
光
輝
を
添
へ
る
も
の
と
噛
し
て
も
過
需
で
は
な

い
。
郎
ち
本
書
は
水
野
精
一
。
江
ヒ
波
夫
爾
學
士
が
去
る
昭
和
五

年
内
蒙
古
地
方
及
び
長
城
地
墨
を
踏
査
し
、
其
の
地
に
重
て
親
し

く
蒐
集
し
た
諸
資
料
に
墓
い
て
研
究
し
た
結
果
を
登
表
さ
れ
た
も

の
で
、
調
査
報
告
と
構
す
る
よ
り
潤
ろ
集
成
的
研
究
と
謂
ふ
が
當

っ
て
居
る
。

　
其
の
内
容
を
見
る
に
第
一
は
蒙
古
石
器
時
代
の
文
化
、
第
二
は

綴
蓮
青
銅
器
、
第
三
は
支
那
北
聡
に
於
け
る
縄
謄
文
土
器
造
蹟
の

三
篇
に
分
っ
て
居
る
。
第
…
篇
に
於
て
は
先
づ
内
蒙
古
錫
野
鶴
爾

地
方
の
薪
石
器
時
代
の
聖
跡
に
就
い
て
議
し
、
其
の
砂
漠
地
帯
で

　
　
　
　
　
　
　
第
一
　
十
ぬ
麿
　
第
一
二
號
　
　
　
幽
ハ
ご
四

あ
る
と
こ
ろ
が
ら
，
純
梓
な
る
包
含
鷹
の
尊
見
は
困
難
で
あ
る
が

多
撒
の
石
器
を
獲
た
。
批
の
石
器
は
殆
ど
打
製
の
細
石
器
で
、
石
材

は
多
く
碧
玉
・
玉
髄
・
砺
欝
等
が
期
ひ
ら
れ
磨
製
品
と
し
て
砂
岩
か

ら
成
る
石
田
・
石
皿
・
環
石
等
が
あ
る
。
土
器
は
其
の
存
在
僅
少
で

種
類
も
櫛
目
文
の
も
の
を
主
と
す
る
。
此
等
の
出
土
品
は
此
の
地

方
に
限
ら
す
《
蒙
古
高
原
共
通
な
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
特
色
で
あ

る
細
石
器
に
よ
っ
て
、
此
の
地
の
新
石
器
時
代
の
文
化
が
ア
ジ
ア

大
陸
の
砂
漠
草
原
地
帯
に
行
は
れ
た
所
謂
舅
9
亀
量
。
9
曹
δ

に
属
す
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
而
も
最
も
親
縁
閣
係
を
有
す
る

の
が
ロ
シ
ア
西
比
測
距
地
方
の
新
石
羅
時
代
で
あ
る
。
然
し
そ
れ

と
共
に
猫
自
の
地
方
的
特
色
を
持
っ
て
居
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
。

叉
黄
河
流
域
の
文
化
と
も
接
鱗
の
あ
っ
た
こ
と
は
一
部
共
通
の
土

器
・
石
器
を
有
す
る
こ
と
に
櫨
っ
て
知
ら
れ
る
。
郵
貯
施
に
注
意
す

・
べ
き
は
蒙
古
高
原
に
彩
色
土
器
の
繊
土
の
峡
け
て
居
る
こ
と
で
、

こ
の
土
器
は
そ
の
根
源
が
西
方
に
求
め
ら
れ
而
も
薄
地
に
於
て
は

細
石
器
に
伸
は
れ
て
居
る
場
合
が
多
い
。
此
の
鮎
か
ら
、
蒙
古
高
原

に
於
て
は
蹟
に
細
石
器
の
み
を
輸
入
し
、
こ
れ
に
反
し
て
黄
河
流

域
に
於
て
は
彩
色
土
器
の
み
を
探
興
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（ユ70）


